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グローバルな世界におけるローカルの再興
■  第16回アジア太平洋カンファレンス

■  次のトピックについて個人またはパネル単位の発表者を募集します

■  アジア太平洋カンファレンスとは

グローバルとローカルが織り重なった世界に私たちは生きている。はるかかなたで起きた出来事の影響を日常生活のなかに感じる一方で、
私たちは特定の社会文化的・生態学的な文脈に織り込まれたコミュニティーで暮らしている。こうした場は、グローバルを構成する小領域
－私たちと他者の健康と幸福、安全と持続可能性にまつわる領域－に類似している。多様な場のなかに、ローカルなものへ影響を与え、
世界へと波及する積極的な貢献への無数の可能性を私たちは見出しえよう。グローバルな世界におけるローカルの再興は、場そのものと、
そこから生じる人道的取り組みやモデルに注視するよううながす。

第16回アジア太平洋カンファレンスは、グローバルな世界におけるローカルの再興に向けて、研究を共有し、協力関係を構築して、コミッ
トメントを確固たるものとするための場を提供する。生活のなかでのグローバル化が進み、私たちはその功罪について議論してきた。この
議論にローカル化が加わった場合、排外主義、人種差別、ショーヴィニズムに染まった反動的運動という視点からローカル化が規定される
ことが往々にしてある。このような負の結果はよく研究されている一方で、別の方法、すなわちコミュニティー、環境、幸福、暮らしを支
援するローカル化という意味での「親睦的なローカル化」と呼びうる枠組みのもとで、ローカル化を考える手もある。そこで、本年のカンファ
レンスは、親睦的なローカル化の形を示す以下のトピックについて、研究に基づいた洞察と見解に富む論文およびパネルを募りたい。

日本の別府市という美しい街に位置し、活気あふれる国際的なキャンパスで行われる当カンファレンスに、ぜひご参加ください。

・ショーヴィニズム、人種差別、排外主義の克服
・芸術、言語、文学、音楽による地方文化の再興
・映画とメディアにおけるローカルとグローバルの交流
・教育と観光によるコミュニティーの再興
・地域再興に向けた経済とファイナンス
・グローバル企業と地域社会間の共有価値戦略
・ローカルとグローバルの競争および規範と政策の普及
・ローカルとグローバル間の和平、対立および安全

・地方機関と地域ガバナンスの再興
・グローバルな政治におけるローカルと先住者の声
・多様な地方における持続可能な開発目標（SDGｓ）
・地方のエコロジーおよび環境への取り組み
・気候変動に直面する地域・地方
・地域の資源管理と食の安全
・自発的簡素化、スローフードおよび有機農法
・多様な地方における健康とウェルネス

アジア太平洋カンファレンス（APカンファレンス）は2003年から開催しています。毎年、分科会では幅広いテーマについて発表が行われ
ます。また、著名な研究者等を基調講演者としてお招きし、お話をいただいています。日本最大規模の英語で開催されるカンファレンス
といわれています。 

アジア太平洋カンファレンスの詳細情報は専用ウェブページをご覧ください。

開 　 催 　 日 2018年12月1日（土）～ 2日（日）
テ 　 ー 　 マ グローバルな世界におけるローカルの再興
場　　　　　所 立命館アジア太平洋大学（APU）大分県別府市十文字原1-1 
発　表　言　語 英語／日本語
申　込　締　切 2018年5月31日（木）
申 　 込 　 先  http://www.apu.ac.jp/apconf/
参 　 加 　 費 一般（APU以外）¥10,000 (学生¥5,000) 　APU教員: ¥5,000 (APU学生 ¥ 0)
 昼食代2日分およびレセプション代含む

聴　　　　　講 参加費は無料です。レセプションへの参加を希望する方のみレセプション代をお支払いいただきます。
お問い合わせ先 RCAPS事務局：apconf@apu.ac.jp




